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はじめに

自分を変える“一歩”を踏み出しましょう！

はじめまして。この本を執筆している貫場恵子と申します。

この度は、数ある書籍の中から、この「合格へのはじめの一歩」を手にとってい
ただき、ありがとうございます。

本書は、はじめて社会保険労務士試験の勉強に取り組もうとされている方に向け
た入門書です。
社会保険労務士に求められる事柄や仕事の内容、また試験制度についても詳しく
触れた手引書となっています。

社会保険労務士という資格の性質上、試験科目の多くが「法律」です。法律と聞
いて、ちょっと抵抗を感じる方もいらっしゃるかもしれませんね。

しかし、社会保険労務士試験で学ぶ法律は、実生活にも役立つ、日常生活と関連
付けて理解できるものばかりです。

法律の勉強は難しすぎるのではないか…
法律の知識がなくても試験に合格できるのだろうか…

と不安に思われる必要はありません。

本書でまずは「社会保険労務士」というものの概要をつかんでいただければと思
います。そして、全体像をつかんでいただいた後、細かい部分の知識を身につけ
ていくことで、とても効果的な学習ができます。まずは本書で、基本となる土台
の部分の勉強からはじめていきましょう。
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さて、みなさんが社会保険労務士（社労士）を志すきっかけはどんなものでした
か？

私は現在、資格の学校TACで講師をしながら、開業社労士として、企業の労務管
理の相談などの社労士業務も行っています。

社労士として実務に携わるようになってからもうずいぶん経ちますが、社労士に
なる前は、実は公務員として働いていて、公立学校の予算作成や教職員の労務管
理・福利厚生事務を担当していました。
結婚し、妊娠してからも公務員の仕事を頑張って続けていましたが、つわりがひ
どく、切迫流産で入院を余儀なくされ、仕事を継続することが難しくなってしま
い、退職することにしました。

２人の子どもを出産し、しばらくは専業主婦として、家事・育児で毎日忙しく、
仕事から離れた生活をしていました。
少しずつ自分の時間がもてるようになってきたのは、長女が小学生になり、長男
も幼稚園に入園したころでした。それから、何か勉強をしようと思うようになり
ました。

本屋さんで資格の本を手に取り、リサーチしていたところ、社会保険労務士とい
う資格が目に留まりました。

「１年で合格可能」
「開業でも勤務でも活かせる」
というキャッチに惹かれ、これだと直感しました。

しかも、学生時代に法律の勉強していたこともあり、試験科目も自分に興味があ
るものが多かったのです。
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国家資格ですし、当時は今のように市販書籍も充実していなかったので、独学で
は難しそうだなと思い、１年で合格するためには、学校に通うのが得策だと考え
ました。

いろいろな資格試験対策学校からパンフレットを取り寄せ、無料セミナーに参加
しながら情報収集をし、TACに通うことを決めました。そこから毎週土曜日、
TAC梅田校に通い、試験合格に向けて勉強していました。

講義は楽しかったのですが、毎日の復習がしんどく、途中何度諦めようと思った
ことか…。しかしそんなときは、夫や子どもたちが家事を手伝ってくれ、励まし
てくれ、なんとか頑張り続けることができました。

ここで受験を諦めたらTACの授業料も無駄になるし資格も取れない…と自分を必
死に奮い立たせ、最後まで勉強を続けました。

そして結果は、一発合格。合格発表で受験番号を見つけたときは、涙があふれま
した。

そして、TACの担任の講師にすぐに「合格」の報告に行きました。
その時、「TACで講師をやらないか？」と声を掛けていただきました。不安もあ
りましたが、このチャンスを大事にしようと思い、すぐにＯＫの返事をしまし
た。講義が週１回でよいというのも、主婦にとってありがたかったのです。

TACで講師をする前に、まず社労士会に入会しようと思い、地元の社労士会にも
出向きました。社労士会では今後の活動について丁寧に教えてくださいました。
そこで、思い切って「開業登録」しようと決断しました。
専業主婦だった私にできるのだろうか…という不安よりも、社労士としての一歩
を踏み出せたことが嬉しかったのをよく覚えています。
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その後は、TACで講師をしながら開業社労士の仕事も徐々にはじめていきまし
た。最初は社労士会から依頼を受けた行政協力の仕事から始めていきました。
徐々にセミナーの依頼や労働相談の仕事が増え、大学で労働法の講義を担当する
ようにもなりました。

こうして、社労士試験に合格してから、私の人生はガラリと変わりました。資格
があることで、さまざまなチャンスが巡ってくるんだと思っています。そして今
は社労士の仕事にやりがいや楽しさを感じています。もちろん、大変なことも多
く、勉強の毎日です。でもそれが次のステップに繋がっています。ですから、み
なさんも社労士受験をきっかけに、これからのライフワークを見つけてみません
か。

本書を読まれ、社会保険労務士に興味をもった、あるいは面白そうな勉強だなと
感じていただければ嬉しいです。合格するためには、何よりも興味をもって楽し
みながら学習を続けることが大切です。

みなさんも、この「合格へのはじめの一歩」で、自分を変える「一歩」を踏み出
しましょう。

2021年７月吉日
貫場　恵子
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本書の効果的な学習法

２　入門講義編で社労士試験の学習内容の概要を学びましょう！

１　オリエンテーション編で試験、資格について知りましょう！

社会保険労務士試験で学ぶ全科目の入門講義に進みます。まずは、CHAPTER０で、
労働法・社会保険法という大きな枠組みをつかみ、CHAPTER１から順に読み進めてい
きましょう。入門講義では、主要なテーマで、かつ、知識理解のための土台となるもの
を、わかりやすくまとめています。法律の勉強がはじめての方でも無理なく読めるよ
う、やさしく身近な言葉を使った文章で、図解も満載。楽しく読み進めていくことがで
きます。１つのCHAPTERを読み終えたら、知識の確認として、過去問チェック！を解
き、実際の試験問題を体感してみましょう。

まずはスタートアップ講座からはじめましょう！　社会保険労務士の仕事内
容、試験の実施日程や試験問題の形式をみていきます。そして、合格までにど
のような勉強をしていくのかが、イラストとともにわかりやすく掲載されてい
ます。

社労士＝人事・労務管理・社会保険のスペシャリスト

社労士の業務

社会保険労務士の業務を

  徹底解剖!!

社会保険労務士資格の魅力を知りましょう！

4

１号業務とは？

5

（8）



48

Section

1
CHAPTER 1　労働基準法

労働基準法とは？

労基法は、適切な労務管理を行うため、労働
条件についてさまざまなルールを定めていま
す。たとえば、１日の働く時間や休憩・休
日、賃金の支払い方法を定め、会社はそれを
必ず守らなければなりません。労基法は労働
者を救うための法律ですが、会社がこの法律
を守ることにより優秀な人財を確保し、生産
性の向上や企業業績を上げることにもつなが
るのです。

労基法違反は、罰金をとられたり、懲役刑になることも！
こうして労基法の効力を確実にしています。

 1 労基法の目的は？ 

労基法の基本的な理念は、「労働条件は、労働者が人たるに値する生
活を営むための必要を充たすべきものでなければならない」とした労働
条件の保障です。また、労基法で定める労働条件の基準は最低基準であ
り、この基準を理由に労働条件を低下させてはならず、その向上を図る
ように努めなければなりません。

95

知
っ
て
て
よ
か
っ
た
！ 

労
働
基
準
法

ある中小企業の社長さんから相談があった事例です。この会社は４
週６休制の休日制度を導入していました。これは完全週休２日制では
なく、週休２日の週の翌週は週休１日という休日制度です。そのた
め、週休１日の週は１週間の労働時間が40時間を超えてしまい、時
間外労働が発生してしまいます。社長さんは、どうにかして時間外労
働を削減したいと悩んでいらっしゃったのです。そこで、提案したの
が１年単位の変形労働時間制でした。１年単位の変形労働時間制は１
年の総枠が2,085.7時間を超えなければ、１週間の労働時間が法定労
働時間を超えても時間外労働にならず、割増賃金を支払う必要もあり
ません ➡P.67参照 。
方法は、１年間の勤務カレンダーを作成します。まず、国民の祝日
や会社の休日など休む日を決めていきます。残りの日が出勤日になり
ます。その結果、出勤日数が260日となり、１日８時間労働しても８
時間×260日＝2,080時間となり、総枠を超えませんでした。
このように時間外労働の発生を抑えるために１年単位の変形労働時
間制を採用する企業もあるのです。

使用者とは板書

CHAPTER 1　労働基準法　過去問チェック！

問1 　Section 1 3

「事業主」とは、その事業の経営の経営主体をいい、個人企業にあってはその企業
主個人、株式会社の場合は、その代表取締役をいう。（Ｒ2-1A）

問2 　Section 2 3

労働契約の期間に関する事項は、書面等により明示しなければならないが、期間の
定めをしない場合においては期間の明示のしようがないので、この場合においては
何ら明示しなくてもよい。（R元-4A）

●Section●はこんな話
まずは概要をイラストとともに確
認してから学習スタートします！

●板書
重要ポイントが一目瞭然です！

●過去問チェック！
入門講義を読んだだけですぐ解け
る問題を厳選しています！

●知っててよかった！　●●法
科目の最後に、知識の総復習として、まとめ
コラムをつけました。日常生活において、ま
さに「知っててよかった！」となるポイント
をまとめています。

 労働条件の決定 
労基法では、勤務時間や、残業のあるなし、賃金、休日などの労働条件は、
労働者と使用者が、対等の立場において決定すべきものであるとしていま
す。

●知っ得！
知っておくと得する情報をまとめています。試
験や日々の生活でも役に立つ情報が満載です。
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By 滝澤ななみ

オリエンテーション編
合格へのはじめの一歩

スタートアップ講座
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社労士＝人事・労務管理・社会保険のスペシャリスト

社労士の業務

社会保険労務士の業務を

  徹底解剖!!

社会保険労務士資格の魅力を知りましょう！

4



１号業務とは？
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社労士試験を

  徹底解剖!!

いざチャレンジ！　社労士試験について知りましょう！

受験者数・合格者数等

Ⅰ　データによる徹底解剖

2011
（H23）年

2012
（H24）年

2013
（H25）年

2014
（H26）年

2015
（H27）年

2016
（H28）年

2017
（H29）年

2018
（H30）年

2019
（R元）年

2020
（R2）年

申込者
（人） 67,662 66,782 63,640 57,199 52,612 51,953 49,902 49,582 49,570 49,250

受験者
（人） 53,392 51,960 49,292 44,546 40,712 39,972 38,685 38,427 38,428 34,845

受験率 78.9％ 77.8％ 77.5％ 77.9％ 77.4％ 76.9％ 77.5％ 77.5％ 77.5％ 70.8％
合格者
（人） 3,855 3,650 2,666 4,156 1,051 1,770 2,613 2,413 2,525 2,237

合格率 7.2％ 7.0％ 5.4％ 9.3％ 2.6％ 4.4％ 6.8％ 6.3％ 6.6％ 6.4％

16



49,902

3,855
3,650

2,666

4,156

1,051

67,662

53,392

66,782

51,960 49,292

57,199

44,546

52,612 51,953

40,712 39,972

63,640

1,770

38,685

49,582

38,427

49,570

38,428

2,613
2,413 2,525

49,250

34,845

H23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 R元年 R2年

2,237

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000
（人） （人）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

受
験
申
込
者
・
受
験
者
数

合
格
者
数

受験申込者数・受験者数・合格者数の推移（過去10年）

2020（令和２）年試験　合格者の年齢階層別割合

合格者の年齢階層別割合

60歳以上 8.8％
24歳以下 1.8％

25～29歳 10.5％

30～34歳
16.5％

35～39歳
13.6％

40～44歳
15.3％

45～49歳
14.8％

50～54歳
9.6％

55～59歳
9.1％
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社労士
  学習スタートアップ！！

合格への第一歩を踏み出しましょう‼

Ⅰ　本試験までの勉強スケジュール

26



教科書と問題集の取り組み方について

Ⅱ　勉強についてのＱ＆Ａ

１日の学習時間はどのくらい必要でしょうか？Q
最初のうちは、１日２～３時間程度確保できるとよいでしょう。
社労士試験の合格に必要な勉強時間はだいたい800～1,000時間程度
といわれていますので、それを１つの目安にしてください。
社労士試験は、科目数も多く、ボリュームもありますので、コツコツ
と続けることが重要です。最初のうちは、「勉強しない日を作らない」
という目標を立て、１日に10分でもよいのでテキストを開いてみる
など、毎日勉強を続ける習慣作りからはじめましょう。
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  法律の
     基礎知識

法律の基礎を理解しましょう‼

法の体系

34
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CHAPTER 0

入門講義に
入る前に　

入門講義編



社労士の試験科目は多岐にわたります。なぜ、このように試験
科目が多いのでしょうか？　それは、社労士の業務を行うにあ
たってこれらの法律の知識が必要不可欠だからです。
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　「労働法」とは、どのような法律をいうのでしょう。実は「労働法」
という名称がついた法律は存在しません。労働者と使用者の関係か
ら生じる労働問題に関するさまざまな法律をひとくくりにして「労働
法」と呼んでいるのです。その中には、労働基準法をはじめ、労働
安全衛生法、労災保険法、雇用保険法、労働契約法、男女雇用機
会均等法、最低賃金法、労働組合法など多くの法律があります。こ
れらの法律を知り理解することは社労士業務にとっては必要不可欠
です。
　労働法を知ることは、労働者自身の権利を守ることにつながりま
す。また、企業も法律を守ることにより労働者が心身ともに健康でモ
チベーションを維持しながら長く働ける環境を整えることができるの
です。その結果、生産性も向上し業績もアップし、さらには企業イメー
ジのアップや優秀な人財の確保にもつながっていくのです。

　みなさんは、「社会保障制度」という言葉を聞いたことがありますか？
　社会保障制度は、国民が健やかで安心できる生活を保障する制度
で、社会保険（医療保険、年金保険、介護保険）、公的扶助（生
活保護など）、公衆衛生（感染症対策など）、社会福祉（児童福祉、
母子家庭の福祉など）の大きく４つの分野に分かれます。
　この中で社労士試験の中心になるのは社会保険です。

　社会保険法は、日常の生活の中で役に立つ知識も多く、「知って
よかった」と実感できる法律といえるでしょう。
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CHAPTER 1

労働基準法

入門講義編
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Section

0
社労士試験で労働基準法を
学習するのはなぜ？

CHAPTER 1から５までは、「労働法」の法律です。まずは、その中
心である「労働基準法（以下「労基法」といいます。）」から学習していきま
しょう。
企業は、一般に「ヒト」「モノ」「カネ」「情報」などの経営資源を利

用しながら経営を行っています。この中で「ヒト」については、他の経
営資源が「ヒト」によって生み出されるものであることから、企業にと
っては最も重要な経営資源です。「ヒト」は「人材」ではなく「人財」
です。その「人財」とかかわる仕事が社労士なのです。優秀な人を確保
し、育成し活用する労務管理の業務は企業にとって需要な経営課題で
す。そしてこれらに関連する法律の中心となるのが労基法なのです。
労基法は、労働者保護の観点から、労働条件の最低基準を定めていま

す。

使用者は労基法を守りながら、労務管理を行っていく必要がありま
す。労務管理の一連の流れは、次ページのようになっています。
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Section

1
CHAPTER 1　労働基準法

労働基準法とは？

労基法は、適切な労務管理を行うため、労働
条件についてさまざまなルールを定めていま
す。たとえば、１日の働く時間や休憩・休
日、賃金の支払い方法を定め、会社はそれを
必ず守らなければなりません。労基法は労働
者を救うための法律ですが、会社がこの法律
を守ることにより優秀な人財を確保し、生産
性の向上や企業業績を上げることにもつなが
るのです。

労基法違反は、罰金をとられたり、懲役刑になることも！
こうして労基法の効力を確実にしています。

 1 労基法の目的は？ 

労基法の基本的な理念は、「労働条件は、労働者が人たるに値する生
活を営むための必要を充たすべきものでなければならない」とした労働
条件の保障です。また、労基法で定める労働条件の基準は最低基準であ
り、この基準を理由に労働条件を低下させてはならず、その向上を図る
ように努めなければなりません。
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 2 労基法が適用される事業 

労基法は原則、すべての事業に適用されます。ただし、同居の親族の
みを使用する事業や、お手伝いさんには、労基法は適用されません。

 3 労基法の登場人物 

労基法は労働者と使用者との関係について規定している法律です。そ
のため、どのような人が労働者または使用者にあたるのかを明確にして
おく必要があります。

次の３つの要件をすべて満たすものを労働者といいます。

 I 労働者

労働者の3つの要件板書
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次の３つのいずれかに該当するものを使用者といいます。

 II 使用者

使用者とは板書
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2
CHAPTER 1　労働基準法

労働契約

労働契約とは、労働者が労働し、それに対し
て使用者が賃金を支払う契約のことです。契
約内容は、契約を結ぶ者同士で自由に決める
ことが大前提です。しかし、一般的に労働者
は使用者よりも立場が弱いので、低い労働条
件を提示されても、やむを得ず、契約を結ば
ざるを得ないということも起きてしまうので
す。

そこで、労基法では、労働者が不利にならないよう、
労働契約についてさまざまな規定を設けています。

 労働条件の決定 
労基法では、勤務時間や、残業のあるなし、賃金、休日などの労働条件は、
労働者と使用者が、対等の立場において決定すべきものであるとしていま
す。

 1 労基法の基本的性格 

労基法は「この法律で定める基準に達しない労働条件を定める労働契
約は、その部分については無効とする。この場合において、無効となっ
た部分は、この法律で定める基準による」と規定しています。
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強行法規の具体例板書

 2 労働契約の期間 

労働契約には、契約期間を定めるものと定めないものがあります。

期間の定め
なし

一般的には正社員と呼ばれる人です。契約期間を定めていない人は、民
法の規定による予告期間（14日）を守る限り、いつでも会社を辞めるこ
とができるため、制限は設けられていません。

期間の定め
あり

一般的には契約社員やパート社員、アルバイトと呼ばれる人です。契約
期間を定めている場合、その期間、労働者は会社を辞めることができな
いため、長期の労働契約を結べば労働者の自由を不当に拘束することに
なります。そのため契約期間に上限を設けています。

原則、１回の契約期間の長さは3年が限度です。ただし、契約の更新
は認められているため、結果的に同じ職場に３年を超えて継続して働い
ている労働者も少なくありません。

 I 契約期間の上限

高度の専門的知識を有する労働者（博士の学位を有する者、公認会計士、

 II 契約期間の特例



53

労
働
契
約

Sec 2

 3 労働条件の明示 

労働者を雇う際、労働条件を明確にしておかないと、入社後、争いの
もとになりかねません。そこで労基法では、労働契約を結ぶ際に、労働
条件のうち、一定の事項を明示すべきことを使用者に義務付けていま
す。
この明示事項には、必ず明示しなければならないもの（「絶対的明示事

項」といいます。）と、定められている場合には明示しなければならない
もの（「相対的明示事項」といいます。）があります。

絶対的明示事項

①　 労働契約の期間に関する事項（ある、なし。ある場合はその期間）

②　 期間の定めのある労働契約の場合には、更新する場合の基準に関する事項

③　 就業の場所および従事すべき業務に関する事項

④　 始業および終業の時刻、所定労働時間を超える労働の有無、休憩時間、休日、休暇な
らびに労働者を２組以上に分けて就業させる場合における就業時転換に関する事項

⑤　 賃金の決定、計算および支払の方法、賃金の締切および支払の時期ならびに昇給に関
する事項

⑥　退職に関する事項（解雇する場合の事由は含むが、退職手当は除く。）

 労働条件の明示 
労働条件の明示は、労働契約を結ぶ際に明示しなければなりません。また、
明示された労働条件が実際と違う場合には、即時に労働契約を解除すること
ができます。

医師、弁護士、社会保険労務士など）で、その知識が必要である業務に就く
場合には、１回の契約期間の長さの上限が5年に延びます。また、満
60歳以上の労働者との契約期間についても上限を5年としています。
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Section

3
CHAPTER 1　労働基準法

解雇

解雇とは、一般に使用者から一方的に労働契
約を解除することをいいます。解雇は、労働
者にとって生活の糧を失う重大な問題となる
ため、労基法では、解雇に関するルールを設
け、労働者の保護を図っています。

「明日から来なくていいです」という
突然の解雇は、許されません！

 I 解雇することができない期間（解雇制限期間）

 1 解
かい

雇
こ

制限 

使用者は、労働者が仕事によるケガや病気で、療養のため会社を休む
期間と治って出勤してから30日間、また、女性が産前・産後休業をす
る期間とその後出勤してから30日間は、解雇してはならないとされて
います。これを解雇制限といいます。
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解雇制限期間板書

I の解雇制限期間中であっても、例外的に次のような場合、使用者は
労働者を解雇することができます。

1　打
うち

切
きり

補
ほ

償
しょう

を支払う場合
仕事によるケガや病気で労働者が療養を開始してから3年経っても治

らない場合に、日当（労基法では「平均賃金※」といいます。）の1,200日分を
支払う（「打切補償」といいます。）ことによって、療養中でも解雇すること
ができます。

 II 解雇制限期間中でも解雇することができる場合

※ 　「平均賃金」は、直近3カ月の賃金の総額を3カ月の暦日数で割って計算したもので、
1日あたりの生活費というイメージです。休日も生活費はかかりますので、労働日数
ではなく、暦日数で割ります。ちなみに全従業員の賃金の平均額ではありません。

2　地震などの天災によって事業が継続できない場合
地震などの天災のため、経営の継続が不可能となり廃業するような場





私は出産を機に公務員を辞め、専業主婦を経て社労士になりまし

た。専業主婦のときは、家事・育児に追われる毎日でしたが、専業主

婦としての時間を楽しみました。そして、子育てが一段落すると、

「〇〇ちゃんのママ」ではなく、一人の社会人として歩みだしたいと

思うようになりました。

そこで目指したのが「社労士」でした。民間企業での経験もなく人

脈もなかった私が、今は開業社労士として企業の労務管理のコンサル

ティングをしています。資格が私の人生を劇的に変えたのです。そし

て今、思うことは、「社労士」そして「講師」としてできるだけ長く

この仕事を続けていきたいということです。それは、この仕事が「人」

に関わり、その人や企業の成長をお手伝いする仕事であるからです。

そこにはやりがいや充実感を感じることができます。

これから社労士を目指す皆さん、ぜひ社労士になった自分をイメー

ジしてみてください。「こんな社労士になりたい」「こんな仕事をして

みたい」そういう夢を持つことはとても大切なことです。そして、そ

の夢を実現するために、この本が少しでもお役に立てることを心より

願っています。

2021年７月

貫場　恵子

最後に
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